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『
水
郷
』
概
観

　

既
述
の
『
沙
漠
』『
明
眸
』『
か
も
め
』
な
ど
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
短
歌
系
の
文
芸
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
水

郷
』
は
俳
句
系
の
文
芸
雑
誌
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
同

誌
の
募
集
原
稿
は
創
作
（
文
章
）、
詩
、
短
歌
、
俳
句
を
対
象
と
し

て
お
り
、
閲
覧
の
同
誌
第
二
号
に
限
れ
ば
、
特
別
に
俳
句
に
重
点
が

お
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
量
的
に
は
俳
句
よ
り
も
短
歌
の
ほ

う
が
多
い
と
言
っ
て
よ
い
。
俳
句
系
文
芸
雑
誌
と
は
、
た
だ
同
誌
の

編
輯
人
が
俳
人
と
し
て
高
名
な
加
藤
霞
溪
で
あ
り
、
ま
た
同
誌
の
同

人
で
あ
る
実
兄
の
加
藤
霞
村
も
名
の
知
ら
れ
た
俳
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
の
私
の
誤
解
ま
た
は
錯
覚
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
号
以
外
の

同
誌
を
見
て
総
合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

さ
て
、『
水
郷
』
第
二
号
の
発
行
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五

月
一
日
。
編
輯
人
は
名
古
屋
市
西
区
藪
下
町
八
三
の
加
藤
霞
溪
で
、

発
行
兼
印
刷
人
は
西
区
大
船
町
一
ノ
六
・
鈴
木
方
の
竹
内
闇
路
、
印

刷
所
が
中
区
新
栄
町
四
丁
目
六
の
野
崎
印
刷
所
、
そ
し
て
発
行
所
は

東
区
呉
服
町
五
丁
目･

木
村
方
の
水
郷
社
で
あ
る
。

　

水
郷
社
同
人
は
、加
藤
霞
溪
、加
藤
霞
村
、竹
内
闇
路
、木
村
一
葉
、

奥
村
樹
美
夫
、
船
瀬
繁
吉
、
林
嫩
村
、
棚
橋
青
蕪
、
高
瀬
靜
岳
、
西

脇
紅
子
、
近
藤
勤
の
一
一
人
で
、
特
別
社
友
と
し
て
伊
藤
鳴
風
、
杉

浦
孤
月
、
加
藤
斗
月
が
い
る
。
雑
誌
サ
イ
ズ
は
ほ
ぼ
Ａ
５
判
、
三
六

ペ
ー
ジ
、非
売
品
で
あ
る
。
た
だ
し「
水
郷
社
規
定
」に
は〈
社
費
一
ヶ

月
分
金
十
五
錢
（
外
に
郵
税
二
錢
）
三
ヶ
月
分
（
金
五
十
錢
）
郵
税

共
〉
と
あ
る
。
次
は
第
二
号
の
主
な
目
次
内
容
で
あ
る
。

　

山
口
桃
源「
初
夏
の
夕
に
」小
説
、奥
村
樹
美
夫「
敵
に
抱
か
れ
て
」

小
説
、
加
藤
霞
溪
「
或
る
日
の
沈
黙
」
小
説
、
左
右
亭
選
「
雜
詠
」

木

下

信

三

名
古
屋
大
正
期
文
芸
雑
誌
考
（
四
）
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俳
句
―
霞
村
一
三
句
・
か
け
い
一
二
句
・
嫩
村
一
〇
句
・
晴
波
七

句
・
彩
雲
七
句
・
馬
川
七
句
・
栖
火
六
句
・
朱
鳥
六
句
・
峻
溪
六

句
・
茂
峰
六
句
・
桃
源
四
句
・
闇
路
二
句
・
一
道
二
句
・
金
緑
城

二
句
・
青
蕪
二
句
・
呼
春
一
句
、
松
本
象
「
隠
遁
者
」
小
品
、
平

田
彩
雲
「
旅
の
春
」
俳
句
九
句
、
山
口
桃
源
「
水
郷
の
発
刊
を
祝

し
て
」祝
詩
、西
脇
紅
子「
夕
ざ
れ
ば
」詩
、稲
塚
芳
洲「
春
愁
」詩
、

林
嫩
村
「
青
春
」
詩
、
山
口
桃
源
「
真
昼
の
夢
」
詩
、
短
歌
―
加

藤
愁
草
「
峽
の
春
」
一
二
首
・
永
田
真
六
「
吾
も
人
の
子
」
一
二

首
・
生
嶺
京
二
郎
「
東
海
道
よ
り
」
一
二
首
・
小
島
露
葉
「
こ
の

頃
の
日
記
か
ら
」
一
〇
首･

瀬
木
泰
三
「
野
間
岬
」
一
〇
首･

松

本
象
「
人
に
さ
か
り
て
」
五
首･

衣
笠
ふ
み
子
「
ふ
た
川
よ
り
」

六
首
・
船
瀬
繁
吉
「
彼
岸
の
別
院
」
一
二
首
・
宮
野
春
繁
「
歌
巡
礼
」

一
二
首
・
岩
田
吐
秋
紅
「
近
衛
衛
戍
病
院
よ
り
」
二
首
・
安
藤
青

葉「
夕
暮
」四
首･

林
八
重
緒「
噴
水
の
朝
」四
首･
竹
内
闇
路「
春
」

六
首
・
近
藤
勤
「
郊
外
電
車
」
六
首･

木
村
一
葉
「
雑
詠
」
一
一

首
・
伊
藤
鳴
風
「
雪
と
な
る
ま
で
」
一
二
首
、
杉
浦
孤
月
「
再
び

恋
を
も
と
め
ん
と
し
て
」
小
品
、加
藤
霞
村
選
「
社
友
欄 

春
の
水
」

俳
句
―
か
け
い
五
句
・
嫩
村
四
句
・
栖
火
三
句
・
桃
源
二
句
・
朱

鳥
二
句
・
金
緑
城
二
句･

青
蕪
一
句
・
闇
路
一
句･

佳
作
―
桃
源

一
句
・
か
け
い
一
句
、加
藤
斗
月
「
星
の
光
り
を
仰
ぎ
つ
ゝ
」
小
品
、

加
藤
芳
影
「
夢
を
追
ふ
男
」
創
作
、
霞
村
「
水
郷
社
例
會
」
俳
句

二
六
句
、
宮
野
繁
春
「
草
萠
ゆ
る
頃
」
小
説
、「
通
信
社
友
」、
同

人
「
編
輯
便
り
」、「
水
郷
社
規
定
」、永
田
眞
六
「
表
紙
画
」
木
版
、

広
告･

野
崎
印
刷
所

　

同
人
の
林
嫩
村
は
「
編
輯
便
り
」
に
お
い
て
同
誌
に
対
す
る
意
気

込
み
を
〈
草
が
緑
に
萠
え
て
木
の
芽
が
處
女
の
乳
房
の
や
う
に
膨
ら

み
、
凡
て
が
凄
艶
に
色
づ
く
と
色
に
憧
ね
た
人
々
が
神
秘
な
影
に
吸

は
れ
て
行
つ
て
幻
の
樣
に
踊
り
狂
ふ
て
ゐ
ま
す
、
ふ
つ
く
ら
と
し
た

春
の
氣
分
が
到
る
處
に
充
ち
滿
ち
て
、
う
ら
若
い
生
命
の
衝
動
が
大

ら
か
に
波
打
つ
て
ゐ
ま
す
、
と
け
る
樣
な
春
の
紅
い
幇
が
到
頭
開
か

れ
た
の
で
す
、
私
等
は
此
の
時
華
か
な
藝
術
の
舞
臺
に
心
ゆ
く
迄
踊

り
青
春
の
血
の
歌
を
高
ら
か
に
う
た
は
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〉
と

熱
気
あ
る
言
葉
で
表
現
し
た
。
次
に
同
誌
中
心
人
物
の
ひ
と
り
加
藤

霞
溪
の
小
説
「
或
る
日
の
沈
黙
」
の
冒
頭
部
分
を
写
し
て
み
る
。

　
　

青
い
柳
に
燕
が
飛
ぶ
春
の
港
町
の
カ
フ
ヱ
ー
に
伯
母
を
訊
ね
て

來
た
小
柳
は
、
今
朝
か
ら
の
旅
と
見
知
ら
ぬ
國
へ
來
た
と
云
ふ
淡

い
悲
し
み
に
ひ
ど
く
疲
れ
て
ゐ
た
、
彼
女
は
窓
に
身
を
擡
げ
て
、

透
き
徹
る
樣
な
海
面
を
ぢ
つ
と
見
詰
め
た
、
そ
し
て
此
れ
か
ら
自

分
の
力
で
生
き
て
行
く
と
云
ふ
何
處
か
に
不
安
の
あ
り
さ
う
な
大

き
な
希
望
に
對
し
て
自
分
が
そ
れ
だ
け
の
覺
悟
と
力
が
あ
る
の
か

と
思
ひ
な
が
ら
、
細
い
弱
さ
う
な
腕
を
撫
で
ゝ
見
た
。
彼
女
は
一

種
の
淋
し
み
と
不
安
を
心
か
ら
離
れ
る
事
は
出
來
な
か
つ
た
。

　

満
年
齢
で
い
え
ば
加
藤
霞
溪
一
九
歳
の
文
章
で
あ
る
。
霞か

溪け
い

は
明
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治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
一
月
一
五
日
、
名
古
屋
に
生
ま
れ
た
。
本

名
は
亮
造
、名
古
屋
商
業
学
校
卒
業
。
少
年
時
代
は
大
須
賀
乙
字
に
、

乙
字
没
後
は
高
浜
虚
子
に
師
事
し
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、

兄
の
霞
村
と
名
古
屋
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
を
結
成
し
た
が
、
同
六
年
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
を
離
脱
し
て
『
馬
醉
木
』
に
拠
り
、同
一
三
年
に
『
巖
』

を
創
刊
し
た
。
戦
後
は
『
干
潟
』『
荒
星
』
を
創
刊
。『
馬
醉
木
』
を

離
脱
し
て
『
天
狼
』
に
参
加
。
句
集
『
夕
燒
』『
淨
瑠
璃
寺
』『
淡
彩
』

『
生
涯
』『
捨
身
』『
甕
』『
種
』
な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
る
。
次
に
同

人
の
俳
句
を
一
句
ず
つ
紹
介
す
る
。

　
　

大
池
の
彼
方
に
人
や
青
き
踏
む　
　
　
　
　
　

霞　

村

　
　

櫻
幹
に
照
る
春
月
や
觸
れ
て
見
し　
　
　
　
　

か
け
い

　
　

妹
が
乳
の
膨
ら
み
見
え
つ
春
日
影　
　
　
　
　

嫩　

村

　
　

鐘
つ
け
ば
櫻
花
散
る
夕
べ
か
な　
　
　
　
　
　

闇　

路

　
　

城
は
遠
し
花
曇
の
路
細
々
と　
　
　
　
　
　
　

青　

蕪

　

加
藤
霞
村
は
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
一
二
月
一
日
の
生
ま
れ

で
、
本
名
は
彦
左
衛
門
。
虚
子
門
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
同
人
に
推
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
一
二
年
に
は
『
牡
丹
』

を
創
刊
主
宰
し
た
。
嫩
村
、
闇
路
、
青
蕪
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

た
だ
『
水
郷
』
第
二
号
に
〈
大
楠
の
下
の
小
籔
や
百
千
鳥
／
蛤
の
殻

捨
て
ゝ
あ
る
川
邊
哉
〉
な
ど
の
句
が
掲
載
さ
れ
た
金
緑
城
は
詩
人
梶

浦
正
之
の
若
き
日
の
俳
号
。
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
九
月
、
愛

知
県
海
部
郡
佐
織
村
勝
幡
に
生
ま
れ
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
ほ
か
『
海

紅
』『
層
雲
』
に
も
投
句
し
た
。
詩
集
『
餓
え
惱
む
群
』『
鳶
色
の
月
』

『
春
鶯
』『
豹
』『
青
嵐
』
な
ど
の
ほ
か
多
く
の
著
書
が
あ
る
。

商
業
学
校
と
文
芸
誌

　
『
鈴
懸
』
第
四
号
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
同
号
は
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
八
月
一
〇
日
発
行
、
縦
横188m

m

×112m
m

。

一
八
ペ
ー
ジ
。
値
段
は
印
刷
さ
れ
て
な
い
が
、「
清
規
」
に
は
〈
會

費
一
ヶ
月
十
五
錢
〉
と
あ
る
。
編
輯
兼
発
行
印
刷
人
は
名
古
屋
市
中

区
東
川
端
町
七
丁
目
一
〇
の
水
野
謹
吾
、
発
行
所
は
中
区
矢
場
町
五

之
切
五
二･

有
元
鉄
工
場
方
の
鈴
懸
詩
社
、
印
刷
所
は
中
区
新
栄
町

四
丁
目
六
番
地
の
野
崎
印
刷
所
。『
水
郷
』
と
同
じ
印
刷
所
で
あ
る
。

　

発
行
人
の
水
野
謹
吾
に
つ
い
て
は
後
述
予
定
の
『
素
燒
』
の
編
輯

人
を
務
め
て
い
る
以
外
何
も
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
巻
末
の
「
鈴
懸

の
さ
ゞ
め
き
」
に
は
〈
私
達
は
皆
商
業
學
校
の
生
徒
で
す
。
將
來
は

算
盤
を
も
つ
て
立
つ
べ
き
運
命
の
も
と
に
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
故

青
春
の
時
代
の
み
に
て
も
自
分
の
趣
味
に
生
き
や
う
自
分
の
趣
味
に

全
力
を
注
ご
う
と
思
つ
て
作
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
〉
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
清
規
」
に
は
〈
私
達
は
藝
術
に
生
き
む
と
す
る

若
人
の
集
り
で
す
／
何
人
と
い
へ
ど
も
誌
友
に
お
迎
へ
致
し
ま
す
〉

と
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
同
じ
商
業
学
校
の
生
徒
に
限
っ
た
グ
ル
ー

プ
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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商
業
学
校
生
徒
に
よ
る
雑
誌
と
い
え
ば
既
述
の『
珊
瑚
星
』が
あ
っ

た
。
同
誌
は
名
古
屋
商
業
学
校
の
卒
業
生
と
在
学
生
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
『
鈴
懸
』
は
い
ず
れ
の
商
業
学
校
生
徒
の
手
に
よ

る
も
の
か
、
閲
覧
の
同
誌
第
四
号
か
ら
は
判
明
し
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
「
鈴
懸
の
さ
ゞ
め
き
」
に
は
〈
六
號
ま
で
は
前
の
通

り
廻
覧
誌
に
し
や
う
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
も
う
た
え
き
れ
な
く
な
つ

て
飛
び
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
名
前
も
『
鈴
懸
』
と
改
め
ま
し
た
。

鈴
懸
は
洋
名
を
プ
ラ
タ
ー
ス
と
云
ふ
街
路
樹
で
あ
る
こ
と
は
既
に
御

承
知
の
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
從
前
の
『
ポ
プ
ラ
』
よ
り
こ
の
方
が
奥

ゆ
か
し
く
響
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〉
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
号

ま
で
は
『
ポ
プ
ラ
』
と
い
う
名
の
回
覧
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
次
に
第
四
号
の
目
次
内
容
を
記
す
。

　

水
野
謹
吾
「
あ
る
少
年
の
手
記
」
小
説
、
馬
塲
武
雄
「
白
雨
の
如

く
」
詩
、
横
井
彦
太
郎
「
田
園
の
朝
」
小
品
、
坂
野
秀
朗
「
朝
の

街
」
小
品
、「
古
寶
玉
集
」（
短
歌
各
一
首
）
―
坂
野
秀
朗･
馬
場

武
雄･

岡
田
重
之
・
吉
田
清
治
・
村
手
遼
次
・
牧
田
拶
七･

佐
藤

庄
一･

水
野
謹
吾･

平
野
正
、水
野
謹
吾「
大
須
に
て
」短
歌
九
首
、

坂
野
秀
朗「
學
期
末
」短
歌
八
首
、少
年
時
事
感
想
―
坂
野
秀
朗「
平

え
和
を
迎
て
」・
横
井
彦
太
郎
「
平
和
來
と
青
年
」、誌
友
「
凉
風
信
」

通
信
文
、「
夏
雑
吟
」
―
横
井
彦
太
郎
一
〇
句
・
吉
田
清
治
六
句
・

坂
野
秀
朗
四
句
、
馬
塲
武
雄
「
黎
明
・
電
燈
」
詩
、
水
野
謹
吾
「
歌

の
日
記
よ
り
」
短
歌
七
首
、
錦
戸
草
之
介
「
忘
れ
得
ぬ
人
々
」
随

筆
、
き
ん
ご
「
鈴
懸
の
さ
ゞ
め
き
」
後
記
、「
清
規
」

　

次
は
中
心
人
物
で
あ
る
水
野
謹
吾
の
「
あ
る
少
年
の
手
記
」
の
書

き
出
し
の
一
節
で
あ
る
。

　
　

電
話
室
で
母
の
聲
が
止
ん
だ
と
思
ふ
と
間
も
な
く
、
書
齋
の
障

子
が
あ
け
て
／
『
今
長
谷
川
さ
ん
か
ら
長
坂
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
死

な
れ
て
今
日
の
二
時
出
棺
だ
と
通
知
し
て
下
さ
つ
た
か
ら
、
氣
の

毒
だ
が
お
前
一
寸
と
行
つ
て
來
て
く
れ
ま
せ
ん
か
』
と
云
ひ
ま
し

た
。
／
『
ハ
イ
、
行
つ
て
き
ま
せ
う
』
と
私
は
事
な
げ
に
答
え
ま

し
た
。
／
こ
れ
が
貴
女
の
死
を
知
つ
た
時
で
す
。
而
し
ど
う
し
た

私
の
心
で
せ
う
。
胸
騒
ぎ
も
し
な
け
れ
ば
、
涙
一
つ
も
出
な
い
の

で
す
。
私
の
戀
人
が
死
ん
だ
の
に
涙
一
つ
と
な
い
木
石
漢
で
せ
う

か
。

　

個
人
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
小
説
を
一
読
し
て
私
の
興
味

を
ひ
い
た
の
は
〈
や
が
て
郊
外
の
電
車
停
留
塲
で
貴
女
の
棺
は
葬
式

用
の
電
車
に
乘
り
ま
し
た
〉
の
部
分
で
、
当
時
、
葬
式
用
の
電
車
が

存
在
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
霊
柩
電
車
は
全
国
で
名
古
屋
の

み
に
存
在
し
た
電
車
で
あ
っ
た
。
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『
草
の
實
』
の
世
界

　

文
芸
誌
『
草
の
實
』
は
全
部
で
九
冊
発
行
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八

年
（
一
九
一
九
）
六
月
に
創
刊
さ
れ
、
大
正
九
年
二
月
発
行
の
第
九

号
を
も
っ
て
終
刊
し
た
。
つ
ま
り
休
む
こ
と
な
く
毎
月
発
行
さ
れ
た

月
刊
誌
で
あ
っ
た
。
編
輯
兼
発
行
者
は
掛
布
美
夜
路
、
発
行
所
は
名

古
屋
市
中
区
入
江
町
一
丁
目
・
掛
布
方
の
草
の
實
詩
社
。
印
刷
者
に

つ
い
て
は
創
刊
号
に
は
記
載
が
な
い
が
、
第
二
号
に
よ
れ
ば
名
古
屋

市
中
区
小
林
町
一
二
の
三
浦
荒
一
で
、
第
九
号
の
み
同
所
の
岡
本
仙

峰
と
な
っ
て
い
る
。
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横204m

m

×143m
m

。
会

費
は
一
ヶ
月
一
五
銭
、
第
七
号
よ
り
二
〇
銭
と
な
っ
た
。

　

創
刊
号
の
末
尾
に
〈
本
誌
取
扱
所
〉
と
し
て
〈
名
古
屋
市
中
區

南
伏
見
町 

竹
中
書
店
／
名
古
屋
市
東
區
杉
之
町 
高
木
書
店
〉
の
名

が
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
号
よ
り
〈
名
古
屋
市
西
區
榮
町 

靜
觀
堂
〉

が
加
わ
り
、
第
六
号
よ
り
竹
中
書
店
に
か
わ
っ
て
〈
名
古
屋
市
東
區

鍋
屋
町 

佐
藤
書
店
〉
が
取
扱
所
と
な
り
、
さ
ら
に
〈
一
宮
町 
錦
屋
〉

の
名
も
見
ら
れ
る
。

　
『
草
の
實
』
の
発
行
意
図
に
つ
い
て
は
特
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い

が
、「
清
規
」
に
は
〈
草
の
實
詩
社
は
限
り
な
き
藝
術
を
讃
美
せ
む

と
高
き
理
想
を
抱
く
者
の
集
り
で
す
〉
と
あ
り
、掛
布
美
夜
路
は
「
編

輯
雜
記
」
に
お
い
て
〈
小
誌
で
は
あ
り
ま
す
が
同
人
誌
友
が
常
に
純

な
る
香
り
高
き
作
品
を
發
表
す
る
と
云
ふ
事
に
お
い
て
は
他
の
雜
誌

に
劣
ら
な
い
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
〉
と
書
い
て
い
る
。
次
は
各
号

の
主
要
目
次
と
発
行
年
月
日
な
ど
で
あ
る
。

第
一
号　

大
正
８
年
６
月
10
日
発
行　

26
頁

む
ら
さ
き
の
や
「
桐
の
花
」
短
歌
一
〇
首
、
掛
布
美
夜
路
「
小
夜

更
け
の
空
」
短
歌
一
〇
首
、稲
垣
南
行
「
弱
き
男
」
短
歌
一
〇
首
、

夢
久
牧
童
「
五
月
雨
」
短
歌
五
首
、
露
原
京
二
「
病
め
る
母
」
短

歌
四
句
、田
川
彌
吉「
赤
光･

秋
風･

日
蔭
の
豆
で
も･

冥
慮
」詩
、

夢
久
牧
童
「
百
合
よ
何
を
さ
ゝ
や
く
」
詩
、掛
布
美
夜
路
「
午
後
」

詩
、大
泉
捨
舟
「
夏
の
前
」
詩
、石
野
鼎
「
腕
、股
、臀
㈠
」
小
説
、

山
野
鐘
一「
或
る
男
か
ら
の
手
紙
」小
説
、掛
布
美
夜
路「
唖
の
死
」

小
説
、
美
夜
路
「
編
輯
雜
記
」、「
清
規
」、
表
紙
画
・
暮
路
よ
の
み
、

掛
布
良
胤
・
カ
ッ
ト
、
広
告
・
む
ら
さ
き
や

第
二
号　

大
正
８
年
７
月
１
日
発
行　

28
頁　

15
銭

田
川
彌
吉
「
水
は
流
れ
る
」
随
筆
、
山
野
鐘
一
「
Ｈ
・
Ｓ
」
小
説
、

む
ら
さ
き
の
や
「
硯
の
海
」
短
歌
一
〇
首
、掛
布
み
よ
路
「
舞
姫
」

短
歌
一
〇
首
、
山
野
鐘
一
「
小
女
の
頰
」
短
歌
五
首
、
星
野
幻
之

助
「
夏
橙
」
短
歌
五
首
、
一
原
實
「
白
き
虫
」
短
歌
六
首
、
小
川

信
夫
「
お
さ
の
小
唄
」
短
歌
三
首
、
池
田
多
津
緒
「
妾
は
片
輪
だ

も
の
」
創
作
、
田
川
彌
吉
「
あ
め
ふ
る
」
詩
、
掛
布
み
よ
路
「
南

國
へ･

煙
」
詩
、
夢
久
牧
童
「
月
見
草
」
詩
、
美
智
正
「
初
夏
の

町
」
詩
、
大
泉
捨
舟
「
か
な
し
み
」
詩
、
盛
川
一
「
祭
日
の
午
前
」

小
説
、
石
野
鼎
「
腕
、
股
、
臀
㈡
」
小
説
、
美
夜
路
「
草
の
實
便

り
」、「
清
記
」、
表
紙
画
・
暮
路
よ
の
み
、
扉
絵
・
掛
布
美
夜
路
、
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広
告
・
む
ら
さ
き
や

第
三
号　

大
正
８
年
８
月
１
日
発
行　

26
頁　

15
銭

赤
野
陽
一
「
雨
」
短
歌
一
〇
首
、
む
ら
さ
き
の
や
「
雪
の
し
た
」

短
歌
一
〇
首
、
掛
布
み
よ
路
「
藥
瓶
の
光
」
短
歌
一
〇
首
、
山
野

鐘
一
「
燃
ゆ
る
唇
」
短
歌
一
〇
首
、夢
久
牧
童
「
夕
暮
」
短
歌
五
首
、

澤
夢
花
「
温
泉
」
短
歌
五
首
、
石
野
鼎
「
腕
、
股
、
臀
㈢
」
小
説
、

佐
藤
生
粹
「
青
蛙
」
詩
、
山
野
鐘
一
「
Ｓ
の
死
」
小
説
、
掛
布
み

よ
路
「
思
ひ
出
」
詩
、
衣
浦
志
運
「
二
つ
の
勞
働
」
詩
、
押
村
月

秋
「
夏
の
夜
」
詩
、月
秋
「
光
る
」
短
歌
三
首
、池
田
多
津
緒
「
雷

の
鳴
る
日
」
小
説
、
掛
布
み
よ
路
「
夢
」
小
説
、
み
よ
路
「
草
の

實
便
り
」、「
清
記
」、
表
紙
画
・
暮
路
よ
の
み
、
ル
ノ
ア
ー
ル
「
編

物
す
る
女
」
口
絵

第
四
号　

大
正
８
年
９
月
１
日
発
行　

28
頁　

15
銭

暮
路
よ
の
み
「
郵
便
さ
ん
」
童
謡
、
赤
野
陽
一
「
銀
の
雲
」
短
歌

一
〇
首
、掛
布
み
よ
路「
赤
倉
に
て
」短
歌
一
〇
首
、山
野
鐘
一「
海

邊
の
歌
」
短
歌
一
〇
首
、
小
貫
紫
峰
「
旅
情
」
短
歌
一
〇
首
、
夢

久
牧
童「
や
わ
ら
か
き
香
」短
歌
一
〇
首
、榊
原
君
影
草「
一
人
旅
」

短
歌
一
〇
首
、
山
野
鐘
一
「
都
の
妹
に
お
く
る
」
小
説
、
押
村
月

秋
「
寂
し
さ
」
短
歌
五
首
、
奥
村
敏
郎
「
み
よ
路
へ
」
小
品
、
掛

布
み
よ
路
「
白
樺
に
」
詩
、
舘
美
智
正
「
明
に
出
し
そ
の
日
」
小

説
、い
し
の
か
な
へ
「
海
へ
」
詩
、池
田
多
津
緒
「
雷
の
鳴
る
日
㈡
」

小
説
、「
草
の
實
便
り
」、「
草
の
實
詩
社
清
記
」、
表
紙
画
・
暮
路

よ
の
み

第
五
号　

大
正
８
年
10
月
１
日
発
行　

28
頁　

15
銭

伊
藤
只
聽
「
火
の
征
矢
」
短
歌
一
〇
首
、
赤
野
陽
一
「
蚊
」
短
歌

一
〇
首
、
む
ら
さ
き
の
や
「
薄
日
」
短
歌
一
〇
首
、
掛
布
み
よ
路

「
水
平
線
」
短
歌
一
〇
首
、
山
野
鐘
一
「
白
い
風
」
短
歌
一
〇
首
、

夢
久
牧
童
「
夕
雲
」
短
歌
五
首
、
星
野
幻
之
助
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
短

歌
五
首
、
奥
田
青
羊
「
青
き
貝
殻
」
短
歌
五
首
、
澤
夢
花
「
木
曾

の
夏
」
短
歌
五
首
、
衣
浦
志
運
一
「
棗
の
木
」
短
歌
七
首
、
岡
田

京
治
「
晝
月
」
短
歌
三
首
、鬼
頭
白
雨
「
薄
赤
き
月
」
短
歌
六
句
、

小
春
篁
夫
「
秋
の
陽
」
短
歌
四
首
、
笹
原
賤
夫
「
夜
は
淋
し
」
短

歌
三
首
、
小
紫
白
汀
「
黄
の
波
」
短
歌
三
首
、
牧
野
緑
雨
「
巡
禮
」

短
歌
三
首
、
池
田
多
津
緒
「
北
海
道
の
友
へ
」
小
説
、
中
島
慶
治

「
指
輪
」
訳
詩
、押
村
月
秋
「
夕
の
歌
」
詩
、佐
藤
生
粹
「
星
」
詩
、

衣
浦
志
運
一
「
魔
の
眸
」
詩
、
奥
村
敏
郎
「
若
き
日
」
小
品
、
掛

布
み
よ
路
「
寂
し
い
」
詩
、
山
野
鐘
一
「
平
戸
の
話
」
小
説
、「
草

の
實
便
り
」、「
草
の
實
詩
社
清
記
」、
表
紙
画
口
絵･

鈴
木
龍
之

第
六
号　

大
正
８
年
11
月
１
日
発
行　

30
頁　

15
銭

敏
郎
「
別
れ
の
夜
」
小
文
、
赤
野
陽
一
「
小
田
原
小
景
」
短
歌
九

首
、
掛
布
み
よ
路
「
十
月
の
空
」
短
歌
一
〇
首
、
西
澤
紅
陽
「
狂

女
」
短
歌
一
〇
首
、
山
野
鐘
一
「
素
袷
」
短
歌
一
〇
首
、
夢
久
牧

童
「
教
會
の
夕
」
短
歌
五
首
、舘
美
智
正
「
都
大
路
」
短
歌
五
首
、

楊
桐
原
萩
村
「
岡
崎
を
去
り
て
」
短
歌
五
首
、
岡
田
京
治
「
大
銀

杏
」
短
歌
五
首
、
笹
原
賤
夫
「
洋
銀
の
フ
オ
ー
ク
」
短
歌
五
首
、

都
築
宙
外
「
異
郷
の
友
に
」
短
歌
五
首
、
池
田
多
津
緒
「
あ
る
夕
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に
」
小
説
、
暮
路
よ
の
み
「
紅
い
提
灯
」
詩
、
衣
浦
志
運
一
「
乞

食
の
群
と
パ
ン　

百
姓
よ
」
詩
、山
野
鐘
一
「
ひ
あ
は
ひ
」
小
説
、

奥
村
敏
郎
「
ひ
と
へ
」
小
品
、
掛
布
み
よ
路
「
雨
の
夜
」
詩
、
石

野
鼎
「
魂
の
天
に
昇
る
記
」
小
説
、み
よ
路
「
草
の
實
便
り
」、「
草

の
實
詩
社
清
記
」、
セ
ザ
ン
ヌ
「
浴
す
る
人
々
エ
ス
キ
イ
ス
」
口

絵
第
七
号　

大
正
８
年
12
月
６
日
発
行　

30
頁　

15
銭

赤
野
陽
一
「
故
郷
の
秋
」
短
歌
八
首
、
掛
布
み
よ
路
「
銀
か
ん
ざ

し
」
短
歌
一
〇
首
、
掛
布
み
よ
路
「
カ
フ
エ
ー
の
夜
」
短
歌
一
〇

首
、
山
野
鐘
一
「
因
縁
」
短
歌
一
〇
首
、
夢
久
牧
童
「
青
い
小
鳥
」

短
歌
一
〇
首
、
楊
桐
原
萩
村
「
入
相
の
鐘
」
短
歌
五
首
、
鬼
頭
白

雨
「
夜
の
秋
風
」
短
歌
五
首
、
都
築
宙
外
「
星
稀
れ
の
夜
」
短
歌

五
首
、山
崎
駿
一
郎
「
悲
し
き
心
」
短
歌
五
首
、寺
澤
さ
と
る
「
旅

の
歌
」
短
歌
五
首
、
牧
野
白
虹
「
金
魚
の
死
」
短
歌
五
首
、
奥
田

青
羊
「
白
く
光
り
て
」
短
歌
三
首
、
小
紫
白
汀
「
夕
空
赤
し
」
短

歌
三
首
、
村
上
泣
果
「
晩
秋
」
短
歌
三
首
、
石
野
鼎
「
梟
の
森
」

小
説
、
夢
久
牧
童
「
さ
す
ら
ひ
」
詩
、
都
築
宙
外
「
橋
の
た
も
と
」

詩
、
笹
原
賤
夫
「
其
の
夜
」
小
説
、
掛
布
み
よ
路
「
或
る
冷
た
ひ

日
」
詩
、
衣
浦
志
運
一
「
朝
の
勞
働
者
」
詩
、
池
田
多
津
雄
「
冬
」

詩
、
山
野
鐘
一
「
星
の
よ
う
に
」
小
説
、
敏
郎
「
鎌
倉
よ
り
」
小

品
、「
會
費
改
正
に
つ
い
て
」、
美
夜
路
「
草
の
實
便
り
」、「
草
の

實
詩
社
清
記
」、
表
紙
画
扉
画･

鈴
木
龍
之

第
八
号　

大
正
９
年
１
月
１
日
発
行　

30
頁　

20
銭

赤
野
陽
一
「
あ
る
朝
」
短
歌
一
〇
首
、掛
布
美
夜
路
「
若
き
巡
禮
」

短
歌
一
〇
首
、
奥
村
敏
郎
「
鎌
倉
の
海
」
短
歌
一
〇
首
、
山
野
鐘

一
「
漂
泊
」
短
歌
一
〇
首
、
寺
澤
さ
と
る
「
蒼
き
夜
と
空
」
短
歌

一
〇
首
、
夢
久
牧
童
「
む
ら
さ
き
の
花
」
短
歌
五
首
、
都
築
宙
外

「
新
ら
し
き
年
」
短
歌
五
首
、
土
田
仙
次
「
小
春
日
」
短
歌
五
首
、

掛
布
ひ
と
し
「
銀
杏
の
葉
」
短
歌
五
首
、
奥
村
敏
郎
「
小
糸
」
小

説
、
衣
浦
志
運
一
「
寒
星
よ　

十
二
月
」
詩
、
山
野
鐘
一
「
晩
春

の
午
後
」
小
説
、
掛
布
美
夜
路
「
風
が
吹
く
…
…
」
詩
、
山
崎
駿

一
郎
「
ま
ぼ
ろ
し
」
詩
、
都
築
宙
外
「
か
る
た
會
」
詩
、
舘
美
智

正
「
歸
省
」
小
説
、「
草
の
實
便
り
」、「
草
の
實
詩
社
清
記
」、
広

告
・
む
ら
さ
き
や

第
九
号　

大
正
９
年
２
月
17
日
発
行　

30
頁　

20
銭

掛
布
美
夜
路
「
悲
し
き
思
出
」
小
説
、奥
村
敏
郎
「
若
き
日
」
小
説
、

赤
野
陽
一
「
病
床
に
て
」
詩
、
掛
布
美
夜
路
「
病
め
る
子
」
短
歌

五
首
、
奥
村
敏
郎
「
待
合
の
時
計
」
短
歌
四
首
、
山
野
鐘
一
「
ト

ビ
ラ
」
短
歌
五
首
、岩
田
繁
「
氷
雨
」
短
歌
五
首
、山
崎
駿
一
郎
「
悲

し
み
」
短
歌
二
首
、
都
築
宙
外
「
冷
た
き
風
」
短
歌
二
首
、
鈴
か

こ
う
じ
「
コ
ス
モ
ス
」
短
歌
二
首
、
露
原
京
二
「
ビ
ロ
ウ
ド
」
短

歌
二
首
、
山
野
鐘
一
「
黄
色
の
光
」
小
説
、
掛
布
美
夜
路
「
さ
す

ら
ひ
人
」
詩
、押
村
月
秋
「
美
し
き
小
女
よ
」
詩
、露
原
京
二
「
ル

ビ
ー
」
詩
、池
田
多
津
雄
「
陰
を
歩
く
女
」
小
説
、「
草
の
實
便
り
」、

表
紙
画
扉
画･

鈴
木
龍
之
、
口
絵
「
自
画
像
」
セ
ザ
ン
ヌ
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編
輯
兼
発
行
人
の
掛
布
美
夜
路
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
第
二
号
の
「
草
の
實
便
り
」
に
は
〈
…
夜
は
町
を
行
く
美

し
い
女
の
白
い
足
の
見
え
る
の
も
艶
で
す
。
私
の
居
る
町
色
で
は
夜

更
け
ま
で
下
手
な
三
味
線
の
音
が
た
え
ま
せ
ん
、
派
出
な
ゆ
か
た
姿

の
舞
子
も
た
し
か
に
夏
の
感
じ
を
表
し
て
お
り
ま
す
〉
と
あ
り
、
ま

た
〈
露
臺
よ
り
と
な
り
の
ぞ
け
ば
ほ
の
暗
き
電
燈
の
下
に
銀
扇
の
ゆ

ら
ぐ
〉
と
い
う
掛
布
自
身
の
短
歌
と
あ
わ
せ
、
彼
の
住
む
入
江
町
は

ど
う
や
ら
脂
粉
の
香
の
漂
う
町
で
あ
っ
た
よ
う
す
。
入
江
町
は
現
在

の
栄
二
丁
目
で
、
広
小
路
の
一
筋
南
、
本
町
通
と
伏
見
通
に
挟
ま
れ

た
街
区
で
あ
る
。
次
は
第
三
号
所
収
の
掛
布
の
「
夢
」
の
冒
頭
の
一

節
で
あ
る
。

　
　

空
を
眞
赤
に
染
め
て
ゐ
た
夕
陽
が
沈
ん
で
し
ま
う
と
、
今
ま
で

コ
バ
ル
ト
色
を
し
て
ゐ
た
遠
く
の
森
は
一
樣
に
紺
色
に
か
わ
つ
て

行
つ
た
。

　
　

彼
は
果
し
な
い
夕
暮
れ
の
野
を
一
人
で
彷
徨
て
ゐ
た
。
お
り
か

ら
彼
の
目
の
前
に
一
匹
の
蜘
蛛
が
、
細
い
細
い
銀
の
糸
に
と
ま
つ

て
紺
色
の
空
か
ら
ス
ウ
と
さ
が
つ
て
き
た
。
蜘
蛛
の
色
は
白
い
、

そ
ん
な
に
大
き
く
も
な
い
、彼
は
そ
こ
に
立
ち
止
ま
つ
て
じ
つ
と
、

そ
れ
を
見
つ
め
て
ゐ
た
。

　
　

し
か
し
彼
に
は
其
れ
は
本
當
で
無
い
氣
が
し
た
、
け
れ
ど
も
、

や
は
り
い
く
ら
長
く
見
て
ゐ
て
も
一
匹
の
少
さ
な
蜘
蛛
で
あ
る
。

彼
は
そ
こ
を
行
き
過
ぎ
樣
と
し
た
。
そ
の
時
、
ふ
と
、
み
よ
子
の

事
を
思
ひ
出
し
た
。
こ
ん
な
時
彼
女
の
事
を
思
ひ
出
す
の
は
一
寸

と
不
思
議
で
あ
る
が
、
日
頃
み
よ
子
が
「
私
本
當
に
蜘
蛛
は
好
き

よ
」
そ
の
言
葉
を
思
ふ
と
、
今
彼
が
み
よ
子
の
事
を
思
ひ
出
し
た

の
は
、
當
然
の
事
で
あ
る
。
み
よ
子
と
は
去
年
の
冬
の
初
め
、
ま

だ
若
く
し
て
、
病
氣
の
た
め
こ
の
世
を
去
つ
た
女
で
あ
る
。
そ
う

し
て
彼
の
戀
人
で
あ
つ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、第
九
号
の
「
草
の
實
便
り
」
に
お
い
て
掛
布
は
〈
こ
ゝ

ま
で
進
ん
で
來
た
「
草
の
實
」
を
本
號
か
ぎ
り
や
め
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
小
さ
い
な
が
ら
も
九
ヶ
月
の
間
共
に
歩
い
て
來
た「
草
の
實
」

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
本
當
に
寂
し
い
事
な
の
で
す
、
し
か
し
今
の

立
塲
と
し
て
は
、
や
は
り
や
め
る
よ
り
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
れ
も

や
は
り
運
命
の
神
の
い
た
づ
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
、
し
か
し
又
復
活

號
で
も
出
す
事
に
な
る
樣
で
し
た
ら
又
今
ま
で
の
樣
な
純
な
氣
持
で

や
つ
て
行
き
た
ひ
と
思
つ
て
お
り
ま
す
〉
と
記
し
て
い
る
。

　

終
刊
の
理
由
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
資
金
面
で
は
な

く
他
に
廃
す
る
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。〈
又
復
活
號
で
も

出
す
事
に
な
る
樣
で
し
た
ら
〉
と
敢
え
て
記
し
た
の
は
い
く
ら
か
で

も
そ
の
見
込
み
が
あ
っ
た
た
め
な
の
か
、
わ
ず
か
三
ヶ
月
ほ
ど
後
に

は
『
草
の
實
』
メ
ン
バ
ー
の
池
田
多
津
雄
、
山
野
鐘
一
と
と
も
に
三

人
で
『
洎
夫
藍
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
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掛
布
美
夜
路
と
『
洎
夫
藍
』

　
『
草
の
實
』
が
『
洎
夫
藍
』
に
生
ま
れ
か
わ
る
に
あ
た
り
、
い
か

な
る
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
掛
布
美
夜
路
、
池
田

多
津
雄
、
山
野
鐘
一
の
三
人
に
よ
り
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
五

月
二
五
日
、『
洎
夫
藍
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

　

編
輯
兼
発
行
者
は
名
古
屋
市
中
区
入
江
町
一
ノ
一
の
掛
布
美
夜

路
、
発
行
所
は
同
所
の
和
蘭
詩
社
、
印
刷
所
は
中
区
南
園
町
一
ノ
一

の
順
天
堂
印
刷
所
（
河
村
敏
勝
）。
創
刊
号
の
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横

164m
m

×121m
m

で
三
〇
ペ
ー
ジ
。

　
「
清
規
」
に
は
〈
和
蘭
詩
社
は
本
當
に
純
な
氣
持
で
藝
術
を
讃
美

す
る
若
い
人
々
の
集
り
で
ご
ざ
い
ま
す
〉
と
あ
り
、〈
誌
友
は
「
詩
」

「
短
歌
」
を
「
洎
夫
藍
」
へ
投
稿
す
る
事
が
出
來
ま
す
〉
と
も
あ
る
。

ま
た
「
消
息
」
欄
に
は
〈
九
號
ま
で
出
し
た
「
草
の
實
」
を
あ
る
事

情
の
た
め
に
や
め
て
三
ヶ
月
と
た
ゝ
な
い
今
日
三
人
の
同
人
に
よ
つ

て
「
洎
夫
藍
」
の
生
れ
た
事
は
本
當
に
嬉
し
い
事
で
す
〉
と
書
か
れ

て
い
る
。
次
は
創
刊
号
の
内
容
で
あ
る
。

掛
布
美
夜
路「
青
い
酒
」短
歌
八
首
、山
野
鐘
一「
奈
良
」短
歌
八
首
、

關
山
非
不
美
「
あ
る
男
の
う
た
へ
る
」
短
歌
八
首
、夢
久
牧
童
「
白

壁
」
短
歌
四
首
、
都
築
美
津
雄
「
ゆ
く
春
」
短
歌
四
首
、
石
川
靜

美
「
ア
ネ
モ
ネ
」
短
歌
四
首
、青
木
宵
花
「
痛
ま
し
さ
」
短
歌
四
首
、

池
田
多
津
雄
「
幼
き
二
人
」
小
説
、掛
布
美
夜
路
「
ア
ト
リ
エ
」
詩
、

夢
久
牧
童
「
暗
夜
」
詩
、
土
田
仙
次
「
野
の
眞
晝
」
詩
、
押
村
令

二
「
雛
芥
子
」
詩
、
山
野
鐘
一
「
夕
」
詩
、
掛
布
美
夜
路
「
夜
の

ベ
ラ
ン
ダ
」
小
説
、み
よ
路
・
多
津
雄
「
初
夏
の
外
光
」
雑
記
、「
消

息
」、「
清
規
」
表
紙
画
扉
画･

鈴
木
龍
之
、
口
絵･

關
山
非
不
美

　

前
記
の
よ
う
に
掛
布
の
住
む
入
江
町
は
花
街
の
よ
う
で
「
初
夏
の

外
光
」
欄
に
お
い
て
掛
布
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

眞
晝
の
街
を
舞
子
が
三
人
た
か
い
聲
で
話
を
し
な
が
ら
美
し
い

繪
日
傘
を
さ
し
て
歩
い
て
行
く
姿
を
見
る
と
い
か
に
も
夏
だ
と
云

ふ
氣
分
が
す
る
。
日
本
の
女
に
繪
日
傘
は
本
當
に
ふ
さ
わ
し
い
。

世
の
中
の
新
し
が
り
や
の
女
が
パ
ラ
ソ
ル
を
さ
し
て
ゐ
る
の
に
、

色
町
だ
け
で
も
昔
か
ら
の
や
さ
し
い
繪
日
傘
の
殘
つ
て
ゐ
る
の
が

う
れ
し
い
。

　

ま
た
、
池
田
多
津
雄
は
同
欄
に
お
い
て
〈
美
夜
路
の
骨
折
で
再
び

「
草
の
實
」
に
代
つ
て
「
サ
フ
ラ
ン
」
が
こ
ん
な
に
早
く
出
せ
る
事

に
な
つ
た
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
事
だ
。
か
う
し
て
一
度
生
れ
る

事
が
出
來
た
以
上
こ
の
雜
誌
を
小
さ
い
乍
も
純
潔
に
美
し
く
育
て
ゆ

き
た
い
〉
と
そ
の
意
気
込
み
を
示
し
た
。
次
は
掛
布
美
夜
路
の
詩
作

品
「
ア
ト
リ
エ
」
で
あ
る
。

　
　

グ
ラ
ス
、
ウ
イ
ン
ド
か
ら
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ひ
し
ひ
し
と
夜
が
せ
ま
つ
て
く
る

　
　

ア
ト
リ
エ
の
深
い
し
づ
も
り
…
…
。

　
　

ソ
フ
ア
ー
に
伏
し
て

　
　

ジ
ツ
ト
…
…

　
　

動
か
な
い
男
。

　
　

卓
上
の
銀
皿
に

　
　

轉
が
さ
れ
た
ロ
シ
ヤ
葉
巻
の
煙

　
　

細
く
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
。

　　
　

あ
た
り
は
プ
ロ
シ
ヤ
ン
ブ
リ
ユ
ー
に

　
　

暮
れ
て
ゆ
く
暮
れ
て
ゆ
く
…
…

　

掛
布
は
『
草
の
實
』
第
七
号
所
載
の
詩
「
或
る
冷
た
ひ
日
」
に
お

い
て
も
〈
又
さ
び
し
い
ア
ト
リ
エ
に
歸
つ
て
來
た
／
ド
ア
ー
を
開
け

る
と
眞
暗
な
中
か
ら
／
ぷ
う
ん
と
油
が
に
ほ
ふ
／
ゆ
か
の
上
に
捨
て

ら
れ
た
／
パ
レ
ツ
ト
ナ
イ
フ
が
冷
た
く
光
つ
て
ゐ
る
〉
と
い
う
詩
句

を
も
の
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る
い
は
画
家
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
山
野
鐘
一
の
短
歌
「
奈
良
」
か
ら
三
首
引

い
て
み
る
。

猿
澤
の
汀
に
つ
き
し
雪
洞
の
灯
影
お
ぼ
ろ
に
花
ぞ
散
り
來
る

わ
か
く
さ
の
山
の
芝
つ
ゆ
今
消
え
て
陽
の
さ
す
と
こ
ろ
に
も
ゆ

る
か
げ
ろ
ふ

や
は
ら
か
き
言
の
葉
ゆ
か
し
い
に
し
え
の
萬
葉
び
と
が
戀
の
ご

と
く
に

　

前
記
の
よ
う
に
〈
一
度
生
れ
る
事
が
出
來
た
以
上
こ
の
雜
誌
を
小

さ
い
乍
も
純
潔
に
美
し
く
育
て
ゆ
き
た
い
〉
と
同
誌
へ
の
意
欲
を
述

べ
た
池
田
多
津
雄
、
そ
し
て｢

消
息｣

欄
に
は
〈
次
號
の
原
稿
は
六

月
の
二
十
日
に
締
切
り
ま
す
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
は
た
し

て
『
洎
夫
藍
』
は
何
号
ま
で
続
刊
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
号

以
降
の
発
行
に
つ
い
て
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

（
き
の
し
た　

し
ん
ぞ
う
）




